
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 1

単位施策名称 1 計画的な土地利用の誘導

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 51.2 51.3 51.3 51.4 51.5

実績値 51.0 51.0 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 904 0 0 0 0

うち、一般財源額 804 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 - - - - 100

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - 0.2 0.4 22.1 100

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

計画的な都市整備の推進

施策の方向性

●まちの健全な発展と自然と調和した秩序ある都市基盤整備を図るとともに、まちの活性化に向け、民間活力も視野に入れた北部丘

陵地等の計画的な土地利用を推進します。

建設部

1 宅地など人に利用されている土地面積の割合 ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 都市計画調査事業

府中町都市計画マスタープ

ランの策定

％

千円

0

実施計画期間中の事業進捗

率(事業費ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 904 0 0 0 0

うち、一般財源額 804 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

都市計画調査事業 1 - 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 都市計画調査事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

地域公共交通網形成計画の策定に向けた法定協議会を立ち上げ、公共交通の課題整理等の諸準

備を行います。

当町の市街地の特徴である利便性の高いコンパクトな都市構造を将来にわたり維持・発展させるため、公共交通ネット

ワークの再編・充実に関し検討するとともに、市街地における魅力的な都市拠点の形成に向け用途地域等の見直しについ

ても検討を進めていきたいと考えています。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

高齢化の進展を考慮した公共交通サービスの利便性を図り、公共交通の効率的な運行など、継続的なサ－ビスを提供する必要があります。

事業名称

1 都市計画一般事務事業 千円

2 千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

本成果指標は、社会経済情勢及び不動産市場の動向により、民間の経済活動によって達成される数値です。

平成28年度の社会経済情勢は緩やかな回復基調にあり、当町の地価も底値圏を脱しています。しかしながら、民間による住宅投資等は横ばいで推移しているなど、土地利用が活性化するほどの景気回

復には至っておらず、結果として目標を達成することができませんでした。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 1 計画的な土地利用の誘導

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

市街化区域内の未利用地等における都市化の促進を図るため、開発指導要綱の全部改正を行いました。

居住性の向上などを目的とする地域公共交通に関する施策等について、協議会の設置や事業につながる

計画といった展開の方向性を示しました。

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

411101

建設部 都市整備課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

都市計画調査事業

事

業

費

0 313 56 6,195

0 0

0 0 0 0 0

22,270

財

源

内

訳

0 0 0 0 5,448

0 0 0

0 0

0 313 56 6,195 16,822

府中町都市計画マスタープラン

の策定

％

- - - - 100

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

H32年度

100

- 0 0 0 0

実施計画期間中の事業進捗率(事

業費ベース)

％

- 0.2 0.4 22.1

- 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

府中町の公共交通の現状は、ほぼ全域にわたりサービスが充足している状況ですが、高齢化の進展を考

慮した場合、公共交通サービスの更なる利便性の向上を図るとともに、公共交通の効率的な運行など、

将来にわたって継続可能なサービスを提供する必要があります。

平成30年度の地域公共交通網形成計画の策定に向け、平成29年度には法定協議会を立ち上げるととも

に、公共交通の利用実態・ニーズの把握、課題の整理といった準備を行うこととしています。

都市整備課長　岡村　紀行

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続


